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本日のアジェンダ

オープンソースの概要を理解する。

オープンソースのメリットを理解する。

主要なオープンソースを知る。

オープンソース利用時の注意点を理解する。

（後半で）

モバイル向けLinux開発プロジェクト「Moblin」
の、GUIライブラリ「Clutter」についてのご紹
介（ターボリナックス技術本部 ジェイク氏）
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自己紹介

野村総合研究所にて、多くの大規模Webシステム構築プロジェクト
に、ITアーキテクト（基盤リーダー）として従事、方式設計、基盤構
築を行う。

2003年に、オープンソースソリューションセンター（OSSC）を企
画、設立。

2004年に旧MySQL社とパートナー契約。
2005年に旧JBoss社とパートナー契約。

2006年、社内ベンチャーにてOSSサポート事業を外販を開始。
サービス名称を、“OpenStandia”に。
オープンソース・ワンストップサービスを展開。
事業責任者として活動。

2008年6月、オープンソースビジネス推進協議会（OBCI）を企画、
設立。事務局担当理事に就任。

2008年6月、オープンスタンダード化支援コンソーシアム
（OSAC）、理事就任。
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OSS「超」入門
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オープンソースとは？
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オープンソースとは？

「オープンソース・ソフトウェア」の略
「オープンソース・ハードウェア」というのもある。

一般的に「オープンソース」といえば、「オープンソース・ソフ
トウェア」を指す。
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オープンソースとは？

オープンソースの定義
（1）オープンソース・ライセンスには、再頒布に関する制限が設けられていてはならない
（2）プログラムにはソース・コードが添付されていること。また、ソース・コードでの頒布も許可さ
れていること
（3）オープンソース・ライセンスでは、ソフトウェアの改変、派生ソフトウェアの作成、また派生元
ソフトウェアと同じライセンスの下での再頒布を許可すること
（4）ソース・コードと一緒に、バイナリ構築の際にプログラムを改変するための「パッチ・ファイ
ル」を頒布することを認める場合に限り、オープンソース・ライセンスによって、改変されたソー
ス・コードの頒布を制限することができる
（5）オープンソース・ライセンスは、特定の個人やグループを差別してはならない
（6）オープンソース・ライセンスは、特定分野でのプログラムの利用を制限してはならない
（7）オープンソース・ライセンスによってプログラムに付与された権利は、そのプログラムが再頒
布された者すべてに等しく認められなければならず、何らかの追加的ライセンスに同意すること
を必要としてはならない
（8）オープンソース・ライセンスは、特定製品でのみ有効なものであってはならない
（9）オープンソース・ライセンスは、そのライセンスが適用されたソフトウェアとともに頒布される
他のソフトウェアに制限を課してはならない
（10）オープンソース・ライセンスは、技術的に中立でなければならない

※http://www.itarchitect.jp/beginners/-/11250.html より抜粋

簡単に言うと・・・
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オープンソースとは？

ソースコードが、インターネット等で公開インターネット等で公開されているソフトウェア。

基本的には無償無償で利用できる。

近年、その機能や性能、品質が商用製品と比較しても遜色ない商用製品と比較しても遜色ないレベル
になってきたことから、普及が促進している。

■■オープンソースの特徴オープンソースの特徴
・再配布の自由（無償である）・再配布の自由（無償である）

・ソースコードの公開（誰でも見れる）・ソースコードの公開（誰でも見れる）

・改変の自由（誰でも改変できる）・改変の自由（誰でも改変できる）

・“コミュニティ”と呼ばれる・“コミュニティ”と呼ばれる
ボランティアにより開発されている。ボランティアにより開発されている。

・非常に多くの利用者の手によって・非常に多くの利用者の手によって
テスト＆改善がされ、機能と品質がテスト＆改善がされ、機能と品質が
向上する。向上する。

・基本的に、サポートが無い。自己・基本的に、サポートが無い。自己
責任により使用する。責任により使用する。

Pentaho
JasperReports

BusinessObjects（SAP）
Hyperion（IBM）

情報分析

LiferaySharePoint（Microsoft）
INSUITE（ドリーム・アーツ）

企業情報ポー
タル

OpenSSOHP IceWall（HP）
Tivoli Access Manager（IBM）

シングル
サインオン

MySQL
PostgreSQL

Oracle（Oracle）
SQL Server（Microsoft）

データベース

Tomcat
JBoss

WebLogic（Oracle）
WebSphere（IBM）

Webアプリケー
ションサーバ

RedHat
Enterprise Linux

CentOS

Windows（Microsoft）
HP-UX（HP）

OS

オープンソース商用製品カテゴリー
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オープンソースとは？

商用ソフトウェアの場合

商用
ソフトウェア

ソフトウェア
ベンダー

利用者

ライセンス料

ライセンス（使用許諾）

・ソースコードは極秘

→真似されてしまうので

・複製（コピー）禁止

→タダで使われてしまうので

・ソフトウェアベンダーだけが修正できる
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オープンソースとは？

オープンソース・ソフトウェアの場合

オープンソース
ソフトウェア

オープンソース
コミュニティ

利用者

ライセンス料

ライセンス（使用許諾）

・ソースコードは公開

・複製（コピー）OK
・誰でも修正できる

オープンソース
ライセンス

誰でも使える誰でも使える
誰でも開発に参加できる誰でも開発に参加できる

開発もできる
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コミュニティとは？

「オープンソース・コミュニティ」
一般的な「コミュニティ」は、「共同体、集団、地域社会」

特定のオープンソース・ソフトウェアの開発や普
及活動を行うことを目的とした、人々の集まり

開発コミュニティ
オープンソースを開発するコミュニティ

企業がコミュニティを主導する場合もある

（例）MySQL（サン）、JBoss（RedHat）

ユーザーコミュニティ
オープンソースを利用するにあたり、情報交換を行ったり、日本
語ドキュメントの作成を行ったりするコミュニティ
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ライセンスとは？

「オープンソース・ライセンス」
一般的な「ライセンス」は、「使用する権利、利用許諾」

オープンソースの利用許諾であり、使用するにあ
たって守るべき条項が書かれている。

主要オープンソース・ライセンス

なし

なし

なし

なし

保証

ApacheしないOKOK不要
Apache Software 
License（ASL）

PostgreSQLしないOKOK不要BSD

JBossする※OKOK要※LGPL

LinuxするOKOK要※GPL

代表的OSS伝播改変再配布ソース公開

※ソースコードの公開は、配布をした際に義務が生じる。
※LGPLのソフトウェアを動的に呼ぶ場合には派生しない。
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ライセンスとは？

（注意が必要なケース）

オープンソースを使ったソフトウェアを、他に配
布する場合。（ex：製品として販売する）

自社システムで利用する場合は、それほどセンシ
ティブになる必要はない。
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OSSビジネス市場

2007年度のOSS活用
ITソリューション市場
規模は1兆円を超えた。

今後も年９％の成長を
続ける。

基幹系システムが市場
の成長をリードする。

1兆6170億円
ミック経済研究所「OSS活用ITソリューション市場の現状と展望2008」より抜粋
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OSから、ミドルウェア、業務アプリケーションの領域へ

サーバ／ネットワークハードウエア

Webサーバ
（Apache,Tomcat）

ディレクトリサービス
（OpenLDAP)

EAI/
ESB

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
管
理
ツ
ー
ル

開
発
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

(Struts,H
ibernate

他)

メッセージ指向
ミドルウエア

ポータル

開
発
環
境(Eclipse

）

コンテンツ
マネジメントCRM ERP

BPM ワークフロー

Webサービス
（AXIS）

OS （Linux）

DBMS
（MySQL,PostgreSQL）

成熟 未成熟

アプリケーション
サーバ（JBoss）

・OS（Linux）、Webサーバ（Apache）、開発環境（Eclipse）はほぼ成熟。
・APサーバ（JBoss）、DBMS（MySQL他）も商用製品のシェアを次第に奪いつつある。
・業務アプリではSugarCRM（CRM）、osCommerce（EC）などがよく使われている。
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ここまでのまとめ

オープンソースとは？
ソースコードが公開されているソフトウェア。

コミュニティとは？
オープンソースの開発や普及を目的とした、人々の集まり。

開発コミュニティと、ユーザーコミュニティ。

ライセンスとは？
オープンソースの利用許諾。

使用するにあたって守るべき条項が書いてある。

GPL、LGPL、BSD、Apache Software License、が有名。

オープンソースの動向は？
普及が拡大。事例多数。

基幹業務システムにも導入広がる。

OSからミドルウェア、アプリケーションへ。
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なぜ、オープンソース？
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ＯＳＳの導入に期待する効果、導入目的
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初期導入コストの削減

ＴＣＯ（ＴｏｔａｌＣｏｓｔｏｆＯｗｎｅｒｓｈｉｐ）の削減

ハードウェアの選択肢が拡大

セキュリティに強い

ベンダー（ソフトウェア）によるロックインの回避

高品質、高性能

ソースコードが提供されるため、改良、拡張、保守ができる

最先端の技術が実装されている

システムの使用目的、用途に適している

その他

無回答

(%)

「初期導入コストの削減」「TCOの削減」など、コスト削減
が主目的

（n=303)

ユーザ企業によるIT利用動向調査（2007年 野村総合研究所）

①

②

②

③
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日経コンピュータ ８月１９日号
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ソフトウェアコストの削減

商用DBとオープンソースDBとの５年間コスト比較
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商用DB（A） 商用DB（B） オープンソースDB

（千
円
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５年間保守費

ライセンス費
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ここまでのまとめ

オープンソースのメリットは？

ソフトウェアコストの削減

ベンダーフリー

世界中で利用可能

長期間利用
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どんなオープンソースがあるの？
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オープンソースによるシステム構成の例

ほとんどの領域で、オープンソースが利用可能。

OS

Webサーバ
WebAPサーバ

業務アプリケーション

OS

データ
ベース
管理ソフト ク

ラ
ス
タ
ソ
フ
ト

OS

データ
ベース
管理ソフト ク

ラ
ス
タ
ソ
フ
ト

ストレージ

OS

ロ
ー
ド
バ
ラ
ン
サ
ー

MySQL、
PostgreSQLなど

Apache、Tomcat、JBoss、
PHPなど

Asterisk、SugarCRMなど

開発フレームワーク

Webアプリ
ケーションサーバ

業務アプリケーション

開発フレームワーク

mod_proxy_balancerなど

Linuxなど

HeartbeatなどStruts、Seasar2、
Ruby on Railsなど

VOracleなど商用データベースや、商用クラスターソフトとの組み合わせも、もちろん可能。

Namazu、
Luceneなど
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オープンソースは大丈夫？
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ここまでのまとめ

オープンソースの３つ（＋１）の誤解
オープンソースは品質が悪い？
誤解です。
むしろ、商用製品よりも品質が高いケースもあります。
大規模システムへの導入実績も豊富です。

オープンソースは実は高い？
誤解です。
利用ノウハウがない場合は、有償サポートサービスを活用することで、
リスクを低減しつつ、確実にソフトウェアコストを削減できます。

オープンソースを扱えるエンジニアがいない？
誤解です。
商用製品を扱えるエンジニアであれば、オープンソースも簡単に扱えま
す。
ソースコードレベルのサポートは、有償サポートサービスのご利用をお
勧めします。

オープンソースは自己責任？
様々な有償サポートサービスがあります。有効に活用しましょう！
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OBCI正会員企業がサポートします！

NTTコムテクノロジー株式会社
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OBCIとは

オー プンソースソフトウェア（以下、「OSS」）が世界的に普及するなかで、日本におい
ては、OS（オペレーティング・システム）であるLinuxを中心に普 及が進んだものの、
データベースやアプリケーションサーバ等のミドルウェアの分野では十分に普及してい
る状況にはありません。

OSS に対して多くの日本企業は、「システムコストの削減」、「オープンスタンダードな
技術やソフトウェアの利用」、「サポート期限に制約されない長期間にわたる情報シス
テムの利用」などといったメリットに期待をしているものの情報不足などから、OSSが
十分活用されていません。

こうした状況のなかで、日本におけるOSSの普及・発展は、一般のユーザ企業にとっ
ては国際標準的な技術の採用、また情報サービス産業にとっては既に普及している
ソフトウェアを活用することによる生産性の向上や海外展開での国際競争力の向上
などの面で重要であると考えられます。

OBCIは、ユーザ企業に対するミドルウェアを中心としたOSS活用に関するさまざまな
情報提供や、情報サービス産業全体に対する有償サポートサービスや教育サービスの
拡充などの支援活動をとおして、オープンソースビジネス市場の創造に努めていきま
す。

こうした活動によって、日本の社会全体が真にオープンソースのメリットを享受できる
環境を整備し、情報サービス産業全体の発展に寄与することがOBCIの目的です。
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OBCI会員

１３社

株式会社ＳＢＩ証券（旧ＳＢＩイー・トレード証券）、住友電気工業株式会社、第一生命保険相互会社、日本電信電話株式会社、
ＮＴＴオープンソースソフトウエアセンタ、ＵＦＪＩＳ株式会社、株式会社ガイア、株式会社クライム、株式会社ＫＳＫソリューションズ、
株式会社コムカル、株式会社ザクロ、テンプスタッフ・テクノロジー株式会社、株式会社トゥルーワン、ヒーローメタジャパン株式会社
株式会社ビッグツリーキャピタル、株式会社フューズネットワーク、株式会社ＲＹＵＳ

【ご賛同いただいているオープンソースコミュニティ】
日本ＪＢｏｓｓユーザ・グループ、日本ＭｙＳＱＬユーザ会、日本ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬユーザ会

１６社 ７２３名
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OBCI運営組織

ＴＥＬ：０４５－３３５－９６９１
ｅＭａｉｌ：ｏｂｃｉ＠ｎｒｉ．ｃｏ．ｊｐ
担当：寺田、浅野、松丸

株式会社野村総合研究所事務局

寺田 達也 （Ａ.Ｌ.Ｃ.Ｓ.総合事務所所属）監事

株式会社野村総合研究所 寺田 雄一理事

株式会社電通国際情報サービス 稲葉 正人副理事長

ＳＲＡ ＯＳＳ,Ｉｎｃ 日本支社 石井 達夫理事長
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2008年度活動サマリ

６月４日 設立総会

６月７日 オープンソースカンファレンス２００８.ＤＢ

６月２５日 第１回オープンソース座談会

６月５日 ＯＢＣＩの設立、設立総会の模様、メディア多数掲載

NRI，ISID，SRA OSSがオープンソースビジネス推進協議会を設立（ITPro）
「エンタープライズ分野でも十分耐え得る」、オープンソース推進の業界団体設立（＠IT）
SRA OSSら、OSSの普及/発展活動を行うオープンソースビジネス推進協議会（マイコミジャーナル）
SRA OSS、ISID、NRIなど、「オープンソースビジネス推進協議会」を設立（ZDNet Japan）
SRA OSSなど、オープンソースビジネス推進協議会を設立（Open Tech Press）
エンタープライズにもっとOSSを「OBCI」 設立（EnterpriseZine）
SRA OSSや野村総研など3社、オープンソースソフトの普及推進団体を設立（日経トレンディネット）
野村総研など、OSS ミドルウェア情報サービス企業を支援する団体を設立（japan.internet.com）
無償ソフトの普及団体 野村総研など設立技術相談の窓口設置（日経産業新聞 ６面）
SRAOSSや野村総合研究所など協議会を設立 OSSの利用促進（日刊工業新聞 １１面）

８社でオープンソースビジネス推進協議会（OBCI）を設立
（５０音順）SRA OSS,Inc.日本支社、オープンソースCRM、サン・マイクロシステムズ、ターボリナックス
電通国際情報サービス、野村総合研究所、日立システムアンドサービス、フライトシステムコンサルティング

６月１１日 日本ＭｙＳＱＬユーザ会より、協賛文を頂きました！

６月３０日 正会員企業（２社）新規入会
株式会社アイアイジェイテクノロジー、日本アイオナテクノロジーズ株式会社

http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20080625/309510/
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７月１８日、１９日 オープンソースカンファレンス２００８ Ｋａｎｓａｉ

７月２５日 第１回オープンソース入門セミナー

８月９日 オープンソースカンファレンス２００８ Ｎａｇｏｙａ

８月２８日 実践！ ＪＢｏｓｓ Ｓｅａｍ テクニカルセミナー

７月９日 第１回ＯＢＣＩ理事会

７月２６日 サイトリニューアル

７月２２日 正会員企業（１社）新規入会

株式会社タイムインターメディア



31
オープンソースビジネス推進協議会 Copyright©2008 OBCI All rights reserved.

2008年度活動サマリ

９月１２日、１３日 オープンソースカンファレンス２００８ Ｓｈｉｍａｎｅ

１０月３日、4日 オープンソースカンファレンス２００８ Ｔｏｋｙｏ/Ｆａｌｌ

９月２６日 【会員限定】ＯＢＣＩ事例紹介セミナー

９月２日 第１回ＯＢＣＩ連絡会を開催

９月22日 正会員企業（１社）新規入会

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（CTC）

１０月１７日 ２００８年度日本ＯＳＳ貢献者賞 石井達夫（ＯＢＣＩ理事長）が受賞！

１２月３日 第２回ＯＢＣＩ理事会

１２月２２日 第２回ＯＢＣＩ連絡会を開催
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２月２０日、２１日 オープンソースカンファレンス2009 Tokyo/Spring 

３月２日 事例強化キャンペーン実施開始

１月３０日 正会員企業（１社）新規入会

日本アイ・ビー・エム株式会社

３月１３日 【会員限定】 ＯＢＣＩ主催 「２００９年度のＩＴトレンドセミナー」




